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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 遊泳者負傷 

発生日時 令和７年７月２０日 １４時１９分ごろ 

発生場所 鳥取県岩美
い わ み

町網代
あ じ ろ

港 

 網代港第２防波堤灯台から真方位３０８°２５０ｍ付近 

（概位 北緯３５°３５.０′ 東経１３４°１７.１′） 

事故の概要 旅客船第２うらどめが、北東進中、遊泳者と接触し、同遊泳者が負

傷した。 

事故調査の経過 令和７年７月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）を指名した。 

なお、後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

旅客船 第２うらどめ、１.０トン  

２５１－２０９５５鳥取、山陰松島遊覧株式会社（Ａ社） 

７.２０ｍ（Lr）×１.７８ｍ×０.７６ｍ、ＦＲＰ 

ガソリン機関（船外機）、４４.１kＷ、平成２２年７月 

 乗組員等に関する情報 船長 ２６歳 

一級小型船舶操縦士・特定小型船舶操縦士 

免許登録日 令和５年１１月１３日 

免許証交付日 令和５年１１月１３日 

         （令和１０年１１月１２日まで有効） 

遊泳者 ２５歳 

 死傷者等 重傷 １人（遊泳者） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風速 約７m/s、視界 良好 

海象：波高 約３０～４０cm、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故の経過 

 

 本船は、船長が１人で乗り組み、旅客１３人を乗せ、岩美町浦
うら

富
どめ

海

岸を遊覧する目的で、令和７年７月２０日１４時１５分頃、網代港に

ある蒲
が

生
もう

川の係留場所を出航した。 

 船長は、船尾部で船外機の右舷側に腰を下ろし、左手で船外機のス

ロットル兼チラーハンドルを握って操船に当たり、本船は、約１５ 

ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で、蒲生川を西進し
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た。 

 船長は、網代港第１防波堤（以下「本件防波堤」という。）に接近

した後、本件防波堤に沿って本船を西南西進させた。 

本船が本件防波堤西端付近を航行中、船長は、約５knに減速して左

舷船首方に見える鳥取砂丘の説明等をしていたところ、右舷方の本件

防波堤西端の消波ブロック（以下「本件消波ブロック」という。）付

近でシュノーケリングをしながら魚突きをしている人がいるのを見

た。 

船長は、本件消波ブロックから離れた場所であれば魚突きをしてい

る人がいないと思い、本件消波ブロックからふだん（約７～１０ｍ）

よりも離れて（約１５ｍ）本船を航行させることとした。 

船長は、後続の旅客船２隻等に、無線で魚突きをしている人がいる

ので注意するよう伝えた。 

本船が右転して北東進中、１４時１９分頃、船長はチラーハンドル

に振動を感じた。 

 船長は、何かに接触したかもしれないと思い、後方を見たところ、

海面上に浮上してきた遊泳者を認め、遊泳者と接触したことを知っ

た。 

 遊泳者は、自力で泳いで本件消波ブロックに辿
たど

り着いた。 

船長は、本船を反転させて本件消波ブロックに向かい、遊泳者の負

傷の状況を確認した後、無線でＡ社の担当者に本事故の発生を伝える

とともに、救助を要請した。 

Ａ社は、１１９番及び１１８番通報した。 

 遊泳者は、本件防波堤西端約１０～１５ｍ沖でシュノーケリングを

しながら魚突きを行っていたが、魚が捕れたので海面に浮上しようと

したところ、左足が本船のプロペラに接触した。 

遊泳者は、自力で泳いで本件消波ブロックに辿り着いた。 

 遊泳者は、来援したＡ社の救助船（小型船舶）に救助されて網代港

に到着し、救急車によって病院に搬送された。 

 遊泳者は、左足首付近に挫傷等を負った。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本船、写真２ 事故発生場

所付近（北東方を望む） 参照） 

 その他の事項 本船は、例年４月中旬から９月まで、１日に７便、浦富海岸の周遊

運航をしていた。 

本船の速力が約５knであり、船長が船尾部に腰を下ろして操船する

場合に、航行中の船首浮上が船長の見張りの支障となることはなかっ

た。 

船長は、Ａ社の旅客船（本船を含む）に船長として約２年間乗船し

ており、本件消波ブロック付近を何度も航行した経験があった。 

遊泳者は、本事故当時、迷彩色のウェットスーツの上下、足ひれ、
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シュノーケル及びゴーグルを着用していた。 

遊泳者は、これまでの３年間、シュノーケリングをしながらの魚突

きを年に数回行っており、本事故発生場所付近は旅客船が通航する場

所であることを認識していたが、本事故当時、本件消波ブロックの近

くであれば船舶が航行しないと考えていた。 

遊泳者は、本事故当時、縦約２０cm、横約１０cm、高さ約１０cmの

箱形のオレンジ色のブイに結びつけた長さ約１０ｍのロープを遊泳者

の魚突き用の銛
もり

に取り付け、シュノーケリングをしながら魚突きを 

行っていた。ダイビング業者によれば、一般に潜水で使用されるブイ

は、円形状であり、前記のブイよりも大きいものであるとのことで 

あった。 

船長は、本事故当時、風で多少の波があり、付近にブイを視認しな

かった。また、これまで航行中に何度かブイを視認したことがあり、

そのブイは遊泳者が潜水中であることを示すことを認識していた。 

本船の通航路はＡ社の安全管理規程で規定される運航基準で定めら

れており、本船は本事故発生場所付近を通航することになっていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 遊泳者は、本事故当時、シュノーケリングをしながら海中で魚

突きをしていたことから、海面上に呼吸に伴う水泡が上がらず、

船長は、海中に人がいることに気付かなかったものと考えられ

る。 

(2) 遊泳者は、本事故当時、頭上の海面にブイを浮かべ、長さ約 

１０ｍのロープで自身の銛のゴムに繋
つな

いでいたが、ブイが小さ 

かったことから、船長は、同ブイに気付かなかったものと考えら

れる。 

(3) (1)～(2)から、遊泳者は、本船の通航路上でシュノーケリング

をしながら魚突きをしていたところ、本船と接触し、負傷したも

のと考えられる。 

原因  本事故は、遊泳者が、本船の通航路に当たる本件防波堤付近でシュ

ノーケリングをしながら魚突きをしていたため、本船と接触したこと

により発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・潜水や遊泳を行う者は、潜水予定海域の船舶の通航状況をあらか

じめ調査し、通航路付近では、潜水や遊泳を行わないこと。 

・潜水を行う者は、自身の存在が周囲から分かるように目立つブイ

を潜水場所付近に設置したり、警戒船を配置したりすること。 
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・船長は、潜水活動が行われる海域の航行に際し、潜水活動の目印

となるブイを見逃さないよう、海面付近の監視を徹底するととも

に、急に浮上した潜水者を避航することができるよう安全な速力

で航行させること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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写真１ 本船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 事故発生場所付近（北東方を望む） 

 

本件消波ブロック 


